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A

B

D

E

F

H

I

C

G

あ
な
た
の
そ
の
声
を
大
切
に
し
ま
す
！

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
一
緒
に

語
り
ま
し
ょ
う
。

A
①
１
月
２７
日
貊
②
２
月
２
日
貅
③
２
月

９
日
貅

各
午
後
７
時
〜
９
時

B
①
八
幡
公
民
館
②
ゆ
ま
に
て
③
八
條
公

民
館

C
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

D
「
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
市

長
と
懇
談

F
各
回
５０
人
（
申
込
順
）

G
無
料

H
各
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
窓
口
ま
た

は
電
話
で
、広
聴
広
報
課（
蕁
A
３
７
３
）へ

A
２
月
１
日
・
８
日
・
１５
日
・
２２
日
、
３

月
１
日
（
各
水
曜
日
・
全
５
回
）

午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

B
八
條
公
民
館
第
一
会
議
室

C
１８
歳
以
上
の
方

D
や
さ
し
い
韓
国
語
を
学
ぶ
※
講
師
＝
青

木
英
和
さ
ん

F
２５
人
（
申
込
順
）

G
無
料

H
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館

（
蕁
９９５
・
６
２
１
６
）
ま
た
は
、
八
條
公

民
館
（
蕁
９９４
・
３
２
０
０
）
へ

A
２
月
４
日
貍
、
４
月
１
日
貍

午
前
９

時
〜
正
午

B
消
防
署
会
議
室

C
中
学
生
以
上

D
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
と
し
て
、
心

肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除
細

動
器
の
取
り
扱
い)

、
止
血
法
の
講
習
※

講
習
を
修
了
し
た
方
に
は
、
修
了
証
を
発

行
し
ま
す
。

G
無
料

F
各
回
２０
人
（
申
込
順
）

H

窓
口
ま
た
は
電
話
で
消
防
署
（
蕁

９９８
・
０
１
１
９
）
へ

A
２
月
１４
日
貂

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

B
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

D
講
演
「
地
域
で
い
き
い
き
、
健
康
な
毎

日
を
過
ご
す
た
め
に
」
※
講
師
＝
西
村
美

智
代
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
活
介
護
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
副
代
表
）

F

１２０
人(

先
着
順)

I
高
齢
い
き
が
い
課
蕁
A
２
１
８

A
２
月
２６
日
豸

午
後
１
時
〜
４
時

C
小
学
５
年
生
以
上

D
色
紙
に
、
絵
に
合
わ
せ
た
布
と
綿
を
使

い
、
立
体
的
に
創
作
す
る
押
し
絵

F
２０
人
（
申
込
順
）

G
１
５
０
０
円

E
は
さ
み
、
木
工
ボ
ン
ド
、
お
手
ふ
き

H
２
月
１８
日
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

資
料
館
（
蕁
９９７
・
６
６
６
６
）
へ

A
１
月
２４
日
貂
〜
２
月
１５
日
貉

B
資
料
館
企
画
展
示
室

D
寺
子
屋
の
手
本
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭

和
に
か
け
て
の
各
時
代
の
教
科
書
を
通
し

て
、
八
潮
の
学
校
教
育
の
変
遷
を
た
ど
り

ま
す
。

G
無
料

I
文
化
財
保
護
課
蕁
９９７
・
６
６
６
６

２
０
０
６
年
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
世
界
選
手
権
が
、
埼
玉
で
今
年
の
８

月
２６
日
か
ら
９
月
３
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
そ
の
半
年
前
記
念
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

A
２
月
１１
日
豢
・
１２
日
豸

午
前
１０
時
〜

午
後
５
時

B
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
と
そ
の

周
辺
（
さ
い
た
ま
新
都
心
駅
下
車
）

D
①
３on
３
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
②

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ア
＝
世
界
選
手
権
参
加

国
･
地
域
の
特
色
や
特
産
品
な
ど
の
紹
介

や
大
道
芸
、
ワ
ー
ル
ド
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど

G
無
料

※
２
０
０
６
年
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
世
界
選
手
権
埼
玉
県
運
営
支
援
委
員

会
で
は
、
大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

I

県
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
室
蕁
０４８
･

８３０
･
２
０
０
６
、
FAX
０４８
･
８３５
･
６
６

１
７埼

玉
県
内
の
埼
葛
地
区
小
・
中
学
校

２２７
校
の
児
童
生
徒
の
図
画
工
作
・
美
術

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

A
１
月
２８
日
貍
・
２９
日
豸

午
前
９
時
〜

午
後
４
時
３０
分

B
三
郷
市
立
瑞
木
小
学
校
体
育
館
お
よ
び

三
郷
市
立
瑞
穂
中
体
育
館
※
駐
車
場
は
、

旧
瑞
沼
小
学
校
校
庭
で
す
。

I
埼
葛
地
区
展
実
行
委
員
会
事
務
局
蕁

９５２
・
０
２
１
１

A
２
月
６
日
豺

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

３０
分

B
埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル
（
浦
和
駅
下
車
徒

歩
６
分
）

D
①
講
演
「
我
が
国
を
取
り
巻
く
危
機
と

そ
の
対
応
に
つ
い
て
」
講
師
＝
森
本
敏
さ

ん
（
拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所
長
）
②

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

G
無
料

I
県
危
機
管
理
課
蕁
０４８
･
８３０
･
３
１
１

５
、
FAX
０４８
･
８３０
･
４
７
９
０

おしらせHOTコーナー　催し

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
講
習
を
組
み

入
れ
た
普
通
救
命
講
習
会

市
長
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
集
い

〜
八
潮
市
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〜

　昨年１２月１６日、平成１７年第４回八潮市議会定例会に
おいて八潮市産業経済振興条例が制定され、１２月１９日
に公布されました。その主な内容は①前文②条例の目的
③基本的な施策④市の責務⑤事業者の自主的努力⑥市
民の理解からなっています。特に市の責務では基本的な
施策を円滑に推進するための基本計画の策定を明文化
していることが特徴です。 

　八潮市の産業は、つくばエクスプレスの開業および第３次産業の
進展などにより、大きな変革期に直面しています。また、産業を支える
中小事業所は厳しい経営環境のもとにおかれています。このような中、
産業の振興が地域経済の活力の源であることを認識し、産業振興
の気運を高め、施策を重点的に進めるため、新たに「八潮市産業
経済振興条例」として制定しました。 

八潮市産業経済振興条例が制定されました 八潮市産業経済振興条例が制定されました 

条例制定の目指すもの 

　産業の振興のための基本的な施策については、経営や新製品
開発への支援をはじめ、創業の促進、観光振興および関係団体の
育成など８項目を挙げています。 

基本的な施策 

　市の責務として、基本的な施策
を円滑に進めるために基本計画を
策定することをはじめ、６項目を挙げ
ています。 

市の責務 

　事業者や関係団体には､地域経
済の振興に寄与するよう更に努力
していただくこと、そして、市民には
産業の振興に理解と関心を払って
いただくことを述べています。 

事業者の自主的努力および 
市民の理解 

　条例の施行により、八潮市では、今後できるだけ早く産業振興の
ための基本計画を作成するとともに、新しい取り組みとして、新製品
開発への支援などを考えています。 
 
※条例の全文は、八潮市ホームページでご覧になれます。 
I商工振興課蕁A３３２ 

今後の取り組み 

さ
い
た
ま
ワ
ー
ル
ド
バ
ス
ケ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

危
機
管
理
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
１９
回
収
蔵
品
展
「
教
科
書
に

見
る
八
潮
の
教
育
史
」

第
４６
回
埼
玉
県
小
・
中
学
校

児
童
生
徒
美
術
展
埼
葛
地
区
展

教
養
講
座
「
初
級
韓
国
語
講
座
」

介
護
予
防
講
演
会

体
験
講
座
「
押
し
絵
づ
く
り
」
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C
平
成
１８
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方
（
１
〜
２
年
以

内
の
既
卒
者
も
参
加
可
）

E
履
歴
書

I

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
蕁
０４８
・

６４７
・
４
１
８
５
、
FAX
０４８
・
６４７
・
６
１

５
０在

宅
で
ね
た
き
り
状
態
に
あ
る
高
齢
者

お
よ
び
重
度
身
体
障
害
者
に
対
し
、
在
宅

支
援
の
一
環
と
し
て
寝
具
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

A
１
月
２４
日
貂
・
２５
日
貉
・
２６
日
貅
・
２７

日
貊
、
４
日
間
の
い
ず
れ
か
１
日
（
実
施

日
は
後
日
連
絡
し
ま
す
）

C
６５
歳
以
上
の
常
時
臥
床
（
ね
た
き
り
）

状
態
に
あ
る
高
齢
者
、
ま
た
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
か
２
級
を
お
持
ち
の
重
度

身
体
障
害
者
の
う
ち
、
家
庭
に
お
い
て
布

団
を
干
す
こ
と
が
困
難
な
方

D
掛
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布
、
か
い
ま
き

（
夜
着
）
の
「
丸
洗
い
・
殺
菌
」
で
、
当

日
、委
託
業
者
が
ご
自
宅
へ
回
収
に
伺
い
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
お
届
け
し
ま
す
。

G
無
料

H
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
１
月
１６
日
ま
で
に
市
役
所
⑧
番

窓
口
（
児
童
障
害
課
）、
⑨
番
窓
口
（
高

齢
い
き
が
い
課
）
へ
（
代
理
申
請
可
）

※
平
成
１７
年
１０
月
ま
で
に
１
年
分
申
請
さ

れ
た
方
は
、
今
回
申
し
込
み
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、枚
数
を
変
更
す
る
場
合
は
、

１
月
１６
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

I
高
齢
い
き
が
い
課
蕁
A
２
１
８
、
児
童

障
害
課
蕁
A
４
２
８

A
１
月
１９
日
貅

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

B
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

D
第
３
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
審
議
し
ま
す
。

F
１０
人
（
先
着
順
）

I
高
齢
い
き
が
い
課
蕁
A
２
１
８

学
校
開
放
講
座
の
様
子
を
学
習
資
料
や

作
品
、
写
真
等
で
紹
介
し
ま
す
。

A
２
月
９
日
貅
〜
１２
日
豸

午
前
９
時
〜

午
後
９
時
３０
分

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

I
社
会
教
育
課
蕁
A
３
６
５

A
１
月
２２
日
豸

午
後
１
時
３０
分
開
演

（
開
場
午
後
１
時
）

B
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

D
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
に
住
む
音
楽
家

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

G
〈
全
席
自
由
〉
一
般
大
人
７００
円
、
小

人
４００
円
、友
の
会
大
人
５００
円
、小
人
３００
円

H

チ
ケ
ッ
ト
は
、
八
潮
メ
セ
ナ
（
蕁

９９８
・
２
５
０
０
）
で
販
売
中

A
２
月
４
日
貍
・
５
日
豸

午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
５
時
　
（
５
日
＝
午
前
９
時
４５

分
〜
正
午
）

B
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

D
県
立
高
等
技
術
専
門
校
お
よ
び
認
定
職

業
訓
練
校
の
生
徒
が
作
っ
た
作
品
の
展

示
・
販
売
、
各
種
小
物
の
製
作
体
験
な
ど

G
無
料

I
県
職
業
能
力
開
発
課
蕁
０４８
・
８３０
・
４

６
０
２

A
１
月
１６
日
豺
〜
３０
日
豺

午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分
（
土
・
日
曜
日
も
縦

覧
可
）
※
１
月
３０
日
ま
で
に
、
八
潮
市
長

あ
て
書
面
に
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

B
都
市
デ
ザ
イ
ン
課

D
①
都
市
計
画
道
路
駅
東
通
り
１
号
線
、

駅
東
通
り
２
号
線
、
駅
前
公
園
線
、
都
市

計
画
道
路
の
変
更
②
八
潮
南
部
中
央
地
区

地
区
計
画
、
地
区
施
設
（
区
画
道
路
）
の

配
置
、
規
模
の
変
更

I
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
蕁
A
３
２
１

市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
皆
さ
ん
の

会
費
で
運
営
す
る
交
通
事
故
の
お
見
舞
金

助
け
合
い
制
度
で
す
。

A
４
月
１
日
〜
平
成
１９
年
３
月
３１
日

C
市
内
に
住
民
登
録
、
ま
た
は
外
国
人
登

録
を
し
て
い
る
方
（
平
成
１８
年
３
月
３１
日

ま
で
に
転
出
す
る
方
を
除
く
）

G
一
般
９００
円
、
中
学
生
以
下
５００
円
（
平

成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

は
、
中
学
生
以
下
で
の
加
入)

H
２
月
１
日
貉
か
ら
、
郵
便
局
ま
た
は
市

民
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記

入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

I
市
民
課
蕁
A
２
１
０

平
成
１８
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
（
他
人
に
貸

し
て
い
る
場
合
も
含
む
）
は
、
申
告
書
を

１
月
２０
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
１７
年
中
に
事
業
を
廃
止
し
た
方
、
資

産
の
増
減
の
な
い
方
に
つ
い
て
も
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

や
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

I
資
産
税
課
蕁
A
４
１
２

①
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
主
催

A
１
月
２４
日
貂

午
後
１
時
〜
４
時

B
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
地
下
展
示

場C
県
内
在
住
の
求
職
者
※
新
卒
者
を
除
く

D
参
加
企
業
１３０
社

E
履
歴
書

I
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
地
域
求

職
活
動
援
助
事
業
推
進
室
蕁
０４８
･
７５３
･

３
７
２
７
、
FAX
０４８
・
７５３
・
０
１
１
２

②
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
主
催

A
２
月
７
日
貂

午
後
１
時
〜
４
時
３０
分

B
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

水道工事に伴う交通規制 
　水道管の老朽化により、中川堤防上の水道管の
耐震化工事を行います。市民の皆さんにはご迷惑を
おかけしますが、ご協力をお願いします。 
A１月１０日～３月３１日 
B大字二丁目２３８番地から大字鶴ヶ曽根１８１６番地
先（約６４０メートル） 
I水道部施設課蕁９９６─１４８６ 

やしお生涯 
楽習館（西） 
交差点 

共和橋 
西詰交差点 

市役所 

エイト 
アリーナ 

消防署 

首
都
高
速
三
郷
線

首
都
高
速
三
郷
線 

首
都
高
速
三
郷
線 

共
和
橋 

工
事
区
間
 

中
川 

水道工事区間図 

【共同利用街区】 
　八潮駅北側には大型商業施設「フ
レスポ八潮」が４月にオープン予定です。 
　また、行政施設を併設した住宅施設
「MINE LOOP」も現在、建設が進ん
でいます。 

【自転車駐輪場】 
　鉄道高架下３カ所
に最大約４，２７５台収
容可能な駐輪場です。 

【シェルター】 
　新駅にふさわしい、景観に
配慮したシェルター（屋根）を
設置しています。 

８月２４日に開業したつくばエクスプレスは、１日当たりの利用客は約１５万人にもおよび、八潮駅でも約６千人の方が利用されています。 
八潮駅とその周辺では、賑わいがあり、人にやさしく、市民に愛される魅力あるまちづくりを目指し、現在も整備が進められています。 

　店舗は、飲食、物販、生活関連サービスなど現在７店
舗が出店しております。１月末には本・CD／DVD販売
やインターネット等の導入やカフェの併設が予定された
新テナントがオープンする予定です。 

【高架下商業施設「 TX  AVENUE 」】 

八 潮 駅  

北口駅前 
交通広場 

↑市役所方面 

←秋葉原方面 

蜚
つ
く
ば
方
面 

駅
前
通
り
北
口
線 

マ イン  ル ー プ  

市民に愛される駅を目指して 市民に愛される駅を目指して 市民に愛される駅を目指して ～八潮駅周辺の整備状況～ 

イメージ図 イメージ図 

イメージ図 イメージ図 

アベニュー 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

コ
ン
サ
ー
ト

交
通
災
害
共
済
申
し
込
み
の

受
け
付
け

都
市
計
画
道
路
お
よ
び

地
区
計
画
変
更
案
の
縦
覧

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進

審
議
会
の
公
開

求
人
企
業
合
同
説
明
会

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

彩
の
国
総
合
技
能
展

生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座
合
同
作
品
展



おしらせHOTコーナー　案内・募集

◎
市
税
口
座
振
替
の
お
願
い

納
付
に
は

「
安
全
・
確
実
・
便
利
」
な
口
座
振
替
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。手
続
き
は
簡
単
で
す
。

預
貯
金
通
帳
・
通
帳
登
録
印
鑑
を
持
っ
て

金
融
機
関
等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

I
納
税
課
蕁
A
２
０
７
、
国
保
年
金
課
蕁

A
８
３
３

A
１
月
２０
日
貊

午
後
１
時
〜
４
時

B
越
谷
市
中
央
市
民
会
館

C
求
職
中
で
３４
歳
ま
で
の
方
（
参
加
予
約

や
住
所
地
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

H
直
接
面
接
会
場
へ

I
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
草
加
蕁
９３１
・
６
１
１
１

A
２
月
２
日
貅

午
前
１０
時
〜
正
午

B
草
加
市
中
央
公
民
館
　
第
３
会
議
室

D
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
に
来
所
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
巡
回
聴
覚
障
害
者

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
相
談

で
も
お
受
け
し
ま
す
。

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会

場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

I
埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
蕁

０４８
・
８１４
・
３
３
５
３
、
FAX
０４８
・
８１４
・

３
３
５
５

草
加
市
で
は
、
草
加
市
ク
リ
ー
ン
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
草
加
市
稲
荷
一
丁
目

８
番
２
号
）
の
建
て
替
え
事
業
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
施
設
の
建
て
替
え
に
伴
い
位

置
等
に
つ
い
て
都
市
計
画
決
定
を
す
る
た

め
、次
の
と
お
り
案
の
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

閲
覧
期
間

１
月
２０
日
貊
〜
２
月
３
日
貊

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

日
含
む
）

閲
覧
場
所

草
加
市
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー

閲
覧
内
容

草
加
都
市
計
画
ご
み
処
理
場

の
決
定
に
つ
い
て

※
閲
覧
期
間
内
に
草
加
市
長
あ
て
書
面
で

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
期
間
内
必
着
）
送
付
先
＝
〒
３４０
―
８
５

（６） 平成18年１月10日 広報 No.662

市
で
は
、
中
小
企
業
小
口
資
金
融
資
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
が
、
平
成
１７
年
１
月

か
ら
１２
月
の
期
間
ま
で
に
支
払
っ
た
利
子

額
の
３０
パ
ー
セ
ン
ト
（
た
だ
し
、
平
成
１４

年
４
月
以
前
利
用
の
方
は
、
２０
パ
ー
セ
ン

ト
）
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
対
象
者
へ
は

個
別
に
申
請
書
類
等
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
１
月
２５
日
（
必
着
）
ま
で
に
商
工
振

興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
期
限
ま
で
に
申
請
さ
れ
ま

せ
ん
と
補
助
金
の
交
付
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

I
商
工
振
興
課
蕁
A
２
０
２

工
場
移
転
資
金
利
子
補
給

市
で
は
、
土
地
区
画
整
理
地
内
に
あ
る

工
場
、
都
市
計
画
道
路
等
の
建
設
に
伴
い

移
転
と
な
る
工
場
を
有
す
る
中
小
企
業
者

が
、
工
場
移
転
の
た
め
に
借
り
受
け
た
資

金
に
係
る
利
子
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
資
金

企
業
施
設
移
転
貸

付
、
快
適
な
工
場
造
り
資
金
、
彩
の
国
環

境
創
造
資
金
な
ど

対
象
者

①
本
市
に
お
い
て
、
１
年
以
上

事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
②
市
税
を
完
納

し
て
い
る
こ
と
③
平
成
１７
年
１
月
か
ら
１２

月
ま
で
の
期
間
で
、
支
払
い
の
遅
延
日
数

が
１２０
日
未
満
で
あ
る
こ
と

利
子
補
給
の
額

昨
年
１
月
か
ら
１２
月
の

期
間
中
に
支
払
わ
れ
た
利
子
額
の
３０
パ
ー

セ
ン
ト
以
内

新
規
創
業
資
金
融
資
利
子
補
給

市
で
は
、
市
内
に
お
い
て
新
た
に
事
業

を
起
こ
す
た
め
に
借
り
受
け
た
資
金
に
係

る
利
子
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
資
金

埼
玉
県
起
業
家
育
成

資
金
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
新
規
開
業
特

別
貸
付
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
女
性
・
中

高
年
起
業
家
貸
付
、
国
民
生
活
金
融
公
庫

新
規
開
業
者
経
営
改
善
貸
付

対
象
者

①
本
市
に
お
い
て
、
引
き
続
き

１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
こ
と
②
市
税
の

滞
納
が
な
い
こ
と
③
平
成
１７
年
１
月
か
ら

１２
月
ま
で
の
期
間
で
、
支
払
い
の
遅
延
日

数
が
１２０
日
未
満
で
あ
る
こ
と

利
子
補
給
の
額

借
入
資
金
を
受
け
た
日

か
ら
３
年
以
内
に
支
払
っ
た
利
子
額
を
補

助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
利
子
が
１
・
５
パ

ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
場
合
は
、
１
・
５
パ

ー
セ
ン
ト
の
額

H
１
月
２５
日
ま
で（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

I
商
工
振
興
課
蕁
A
４
７
９

A
２
月
１
日
貉
〜
１０
日
貊

午
前
９
時
〜

正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時
（
た
だ
し
、

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

B
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
総
務
課
（
第
一

工
場
）
越
谷
市
増
林
３
―
２
―
１

提
出
要
領
の
配
布
期
間

２
月
１０
日
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

I
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
蕁
９６６
・
０
１

２
２
A
２
２
４

C
物
忘
れ
の
あ
る
高
齢
者
や
知
的
障
害

者
、
精
神
障
害
者
な
ど
で
、
日
常
生
活
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
方

D
①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
見

守
り
②
生
活
費
の
払
い
戻
し
や
家
賃
・
光

熱
水
費
な
ど
の
振
り
込
み
と
言
っ
た
日
常

金
銭
管
理
③
年
金
証
書
や
不
動
産
の
権
利

書
な
ど
重
要
書
類
の
お
預
か
り
な
ど

I
社
会
福
祉
協
議
会
蕁
９９５
・
３
６
３
６

市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

★
休
日
納
税
相
談

A
２
月
５
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

★
木
曜
日
夜
間
納
税
相
談
実
施
中

A
毎
週
木
曜
日
　
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

B
納
税
課
（
⑫
番
窓
口
）、
国
保
年
金
課

（
⑥
番
窓
口
）

５
０
草
加
市
高
砂
一
丁
目
１
番
１
号
　
草

加
市
住
宅
・
都
市
計
画
課

※
閲
覧
期
間
内
に
意
見
書
の
提
出
が
あ
っ

た
場
合
、
２
月
２４
日
貊
午
後
７
時
か
ら
草

加
商
工
会
議
所
で
説
明
（
公
聴
）
会
を
開

催
し
ま
す
。
な
お
、
説
明
（
公
聴
）
会
の

開
催
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
２
月
６
日
豺

以
降
、
草
加
市
住
宅
・
都
市
計
画
課
（
蕁

９２２
･
１
７
９
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
た
め
休
館
し
ま

す
。

A
１
月
３０
日
豺
〜
２
月
１３
日
豺

I
市
民
温
水
プ
ー
ル
蕁
９３６
・
６
８
２
４

家
庭
で
の
ふ
れ
あ
い
不
足
、
非
行
の
低

年
齢
化
、
子
ど
も
の
連
れ
去
り
事
件
な
ど

青
少
年
に
か
か
わ
る
問
題
が
山
積
す
る

中
、
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

青
少
年
が
健
全
に
育
成
で
き
る
条
例
を
制

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
青
少
年
健
全
育
成
に
関
し
、

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
条
例
の
骨

子
素
案
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

素
案
に
つ
い
て
も
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

H
１
月
２０
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
電
話
・
郵
送
・

FAX
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
社
会
福
祉
課
（
〒

３４０
―
８
５
８
８
中
央
一
丁
目
２
―
１
、

蕁
A
３
１
６
、
FAX
９９６
･
２
８
２
０
、
Ｅ
メ

ー
ル:shakaifukushi@

city.yashio.lg.jp

）
へ

入
所
予
定
日

４
月
１
日
以
降

C
療
育
手
帳
を
所
持
さ
れ
て
い
る
方

B
や
ま
び
こ
福
祉
作
業
所
、
わ
か
く
さ
福

祉
作
業
所
、「
虹
の
家
」、
工
房
「
森
の
こ

か
げ
」

H
１
月
３１
日
ま
で
に
療
育
手
帳
・
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
児
童
障
害
課
（
蕁
A
４
２

８
）
窓
口
へ
※
代
理
申
請
可

C
平
成
１７
年
中
に
、
八
潮
市
の
体
育
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
、
功
績
が
顕
著
な

者
お
よ
び
大
会
な
ど
で
優
秀
な
成
績
（
県

大
会
３
位
以
上
）
を
お
さ
め
た
方

H
推
薦
書
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
１

月
２９
日
ま
で
に
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
蕁
９９６
・
５
１
２
６
）
へ
提
出
※
印
鑑
が

必
要
で
す
。

授
与
式

A
３
月
５
日
豸

午
前
１０
時

〜
　

B
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

『あっそうだ！今年の最低賃金はいくらかな？』 人権教育・同和教育指導者養成講座 
　埼玉県内で事業を営む使用者およびその事業場で働くすべての労
働者に適用される「埼玉県最低賃金」、下記の特定の産業で事業を営
む使用者およびその事業場で働くすべての労働者に適用される「産業
別最低賃金」は次のとおりです。 
　なお、埼玉県最低賃金よりも産業別最低賃金が優先します。 

埼玉県最低賃金 
時間額（円） 発効日 
６８２ H１７．１０．１ 

産業別最低賃金 
非鉄金属製造業 

電気機械器具製造業 
情報通信機械器具製造業 
電子部品・デバイス製造業 

輸送用機械器具製造業 

光学機械器具・レンズ 
時計・同部分品製造業 

自動車小売業 
各種商品小売業 

時間額（円） 発効日 
７８３ 

７８５ 

７９７ 

７９２ 

７６６ 
７９６ 

H１７．１２．１ 

I埼玉労働局賃金室蕁０４８─６００─６２０５または、最寄りの労働基準監督署 

B八潮メセナ会議室 
G無料 

F各回５０人（申込順） 
H窓口または電話で、社会教育課（蕁A３９２）へ 

※学習テーマごとの参加もできます。（ただし、カウンセリングの基礎理解については、３回とも受講が必要） 

日　時 

１月２５日貉 
午後１時３０分～３時３０分 

２月８日貉 
午後１時３０分～３時３０分 

２月２２日貉 
午後１時３０分～３時３０分 

３月１日貉 
午後２時～３時３０分 

３月８日貉 
午後２時～３時３０分 

３月１５日貉 
午後２時～３時３０分 

譖東京部落解放研究所 
研究員　浦本誉至史さん 

さいたま地方検察庁 
総務部長　小川賢一さん 

中国内モンゴル出身 
東京外国語大学大学院在学　ゲレルさん 

埼玉カウンセリングセンター 
代表理事　高倉恵子さん 

部落の歴史からわかること 

裁判員制度とわたしたち 

外国人と人権 

カウンセリングの基礎理解① 
「自分探しのたびへ」 

カウンセリングの基礎理解② 
「価値観の違う人と対話する時」 

カウンセリングの基礎理解③ 
「自分の気持ちを上手に伝えたい」 

学習テーマ 講　師 

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
平
成
１７
・
１８

年
度
建
設
工
事
等
入
札
（
見
積
り
）

参
加
資
格
審
査
申
請
受
け
付
け

草
加
市
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
都

市
計
画
決
定

八
潮
市
小
口
融
資
利
子
補
給
補

制
度

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
」

市
民
温
水
プ
ー
ル
の
臨
時
休
館

休
日
納
税
相
談
窓
口
の
開
設

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に

あ
な
た
の
声
を

心
身
障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア
施

設
の
新
規
通
所
者

平
成
１７
年
度
八
潮
市
体
育
賞

表
彰
候
補
者

若
年
者
県
東
地
域
就
職
面
接
会

巡
回
聴
覚
障
害
者
相
談

わんわんパんパトロール隊発足ル隊発足 わんわんパトロール隊発足 
　１２月４日、街頭犯罪の発生抑止と児
童生徒を狙った犯罪の予防を目的として、
草加警察署が募集した愛犬家の方 に々
よる、「わんわんパトロール隊」の発足式
が行われました。 
 朝、晩など愛犬の散歩の際に、防犯パト
ロールグッズを身に付け、地域を散歩し、
防犯活動にご協力いただきます。 
I交通防災課蕁A３０５、草加警察署生
活安全課蕁９４３─０１１０ 

中
小
企
業
者
の
借
入
資
金
に
対

す
る
利
子
補
給
制
度
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C
市
内
在
住
・
在
学
ま
た
は
市
内
の
団
体

に
所
属
し
て
い
る
小
学
生
で
、
平
成
１７
年

中
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
県
大
会
３

位
、
関
東
大
会
６
位
ま
で
に
入
賞
・
全
国

お
よ
び
国
際
大
会
に
出
場
し
た
個
人
、
団

体
、
並
び
に
加
盟
団
体
か
ら
推
薦
を
受
け

た
個
人
、
団
体
な
ど

H
推
薦
書
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
証

明
と
な
る
書
類(

賞
状
お
よ
び
新
聞
の
写

し
等)

を
添
え
て
、
１
月
３１
日
ま
で
に
文

化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９９６
・
５
１

２
６
）
へ
提
出
※
推
薦
者
ま
た
は
推
薦
団

体
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

授
与
式

A
３
月
４
日
貍

午
前
９
時

〜
　
B
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

A
４
月
１
日
〜
平
成
１９
年
３
月
３１
日

B
市
内
各
中
学
校

D
地
域
の
方
や
児
童
・
生
徒
・
保
護
者
に

信
頼
さ
れ
、
子
ど
も
の
心
の
悩
み
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
方

F
若
干
名
（
書
類
・
面
接
に
よ
り
選
考
）

H
２
月
３
日
ま
で
に
、
応
募
用
紙
（
指
導

課
で
配
布
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

窓
口
ヘ
持
参

I
指
導
課
蕁
A
３
５
９

ゆ
ま
に
て
ク
ラ
ブ
の
体
験
入
部
者
を
募

集
し
ま
す
。

C
１６
歳
以
上
３０
歳
未
満
の
勤
労
者
、
高
校

３
年
生
以
上
の
学
生
・
生
徒

B
ゆ
ま
に
て
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

D
①
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

毎
週
水
・
日
曜

日
　
午
後
７
時
〜
９
時
②
男
子
フ
ッ
ト
サ

ル

毎
週
金
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時
③

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

１
月
２２
日
・
２９
日
、

２
月
５
日
・
１２
日
、
３
月
未
定
（
各
日
曜

日
）

午
前
９
時
〜
正
午
④
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル

２
月
１２
日
・
１９
日
・
２６
日
、
３

月
未
定
（
各
日
曜
日
）

午
前
９
時
〜
正

午
⑤
吹
奏
楽
（
音
楽
科
教
員
有
資
格
者
が

指
導
）

２
月
、
３
月
の
各
土
曜
日
　
午

前
９
時
〜
正
午

G
無
料
（
傷
害
保
険
料
２５０
円
、
実
費
負

担
あ
り
）

H
１
月
２０
日
ま
で
に
電
話
で
、
ゆ
ま
に
て

（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
蕁
９９６
・
０
１
２

３
）
へ

任
期

４
月
１
日
〜
平
成
２０
年
３
月
３１
日

D
資
料
館
の
運
営
お
よ
び
文
書
保
存
に
関

す
る
事
項
を
調
査
審
議
（
会
議
は
、
年
２

回
を
予
定
）

F
３
人

H
１
月
１１
日
か
ら
３１
日
ま
で
に
、
応
募
用

紙
（
資
料
館
で
配
布
）
に
記
入
の
う
え
、

資
料
館
（
蕁
９９７
・
６
６
６
６
）
へ
持
参

放
送
大
学
は
、
あ
な
た
の
生
涯
学
習
を

応
援
し
ま
す
。

平
成
１８
年
度
第
１
学
期
４
月
入
学
の
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

C
①
１５
歳
以
上
な
ら
誰
で
も
（
選
科
・
科

目
）
履
修
生
と
し
て
、
１８
歳
以
上
で
大
学

入
学
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
、
誰
で
も
全

科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。
②
１８

歳
以
上
で
あ
れ
ば
大
学
院
文
化
科
学
研
究

科
（
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生
）
に
入

学
で
き
ま
す
。
③
い
ず
れ
も
入
学
試
験
は

あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

２
月
２８
日
ま
で

I
放
送
大
学
東
京
足
立
学
習
セ
ン
タ
ー
蕁

０３
・
５
２
４
４
・
２
７
６
０

http://www.u-air.ac.jp/hp

２
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級

A
２
月
１９
日
豸

午
後
１
時
〜
４
時

B
保
健
セ
ン
タ
ー

C
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
妊
婦
お
よ
び
夫

E
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

G
無
料

H
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

か
ぜ
は
、
主
に
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原

微
生
物
が
呼
吸
器
に
感
染
し
て
起
こ
る
病

気
で
、
普
通
の
感
冒
、
咽
頭
炎
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
３
種
類
に
分
類
で
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
３８
度
以
上
の
高

熱
で
突
然
発
症
し
、
倦
怠
感
、
筋
肉
痛
、

関
節
痛
な
ど
強
い
全
身
症
状
を
示
す
こ
と

が
特
徴
で
す
。

〈
予
防
〉

①
　
手
洗
い
・
う
が
い

②
　
マ
ス
ク
の
着
用

③
　
乾
燥
に
注
意
！
　

乾
燥
し
た
室
内
で
は
、
鼻
や
の
ど
の
粘

膜
が
痛
み
、
ウ
イ
ル
ス
が
人
の
体
に
侵
入

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
部
屋
の
湿
度
は
５０

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

④
　
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
心
が
け
、
適

度
な
運
動
を
す
る

”か
か
っ
た
か
な
“
と
思
っ
た
ら
早
め

に
医
療
機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

食
育
で
心
も
か
ら
だ
も
元
気
に
！

食
育
と
は
、
食
と
心
身
の
健
康
と
の
か

か
わ
り
に
着
目
し
、
幼
児
期
か
ら
自
分
に

適
し
た
食
習
慣
を
身
に
付
け
、
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
り
、
つ
く
り
、
育
て
る
学

習
で
す
。

お
い
し
さ
も
栄
養
も
充
実
し
た
安
全
な

食
材
、
そ
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
料
理
、

そ
れ
ら
が
適
量
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
並
べ
ら

れ
た
食
卓
に
、
み
ん
な
で
集
い
、
楽
し
み

な
が
ら
味
わ
う
。
こ
う
し
た
自
然
な
毎
日

の
食
事
こ
そ
私
た
ち
の
元
気
力
、
生
き
る

力
と
な
り
ま
す
。
こ
の
元
気
力
を
生
涯
を

通
じ
て
は
ぐ
く
ん
で
い
く
こ
と
こ
そ
食
育

の
基
本
で
す
。

食
生
活
が
多
様
化
す
る
中
で
、
食
を
大

切
に
す
る
心
の
欠
如
・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

偏
り
か
ら
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増

加
・
伝
統
あ
る
食
文
化
の
喪
失
な
ど
様
々

な
問
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
我
が
家
の
食
生
活

を
、
も
う
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

○
体
外
受
精
、
顕
微
受
精
の
治
療
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す

I
各
地
域
の
県
保
健
所
・
支
所
ま
た
は
県

庁
こ
ど
も
あ
ん
ぜ
ん
課
（
蕁
０４８
・
８３０
・

３
５
６
１
）
※
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

詳
し
く
案
内
し
て
い
ま
す
。

http://www.pref.saitama.lg.jp/A03/BG00/sei
donoannnai.html

○
不
妊
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す

埼
玉
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

D
医
師
に
よ
る
面
接
相
談（
電
話
で
予
約
）

B
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
内

蕁
０４９
・
２２８
・
３
４
１
０

女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

A
相
談
日
＝
毎
週
火
・
金
曜
日

D
不
妊
相
談
（
電
話
ま
た
は
面
接
）

B
坂
戸
保
健
所
内
蕁
０４９
・
２８３
・
９
０
２

０

資
料
館
協
議
会
委
員

放
送
大
学
平
成
１８
年
度
１
学
期
学
生

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
で
す
。

精
神
障
害
者
就
労
支
援
講
座

A
①
１
月
１３
日
貊
②
１
月
１９
日
貅
③
１
月

２７
日
貊

各
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
　
C

就
労
を
希
望
し
て
い
る
精
神
障
害
者
な
ど

B
①
・
②
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
す
ず

な
り
（
草
加
駅
東
口
徒
歩
約
５
分
）
③
草

加
市
立
中
央
公
民
館
　
D
①
就
労
準
備
②

当
事
者
の
話
・
雇
用
者
側
の
話
③
就
労
に

役
立
つ
社
会
資
源
　
I
精
神
障
害
者
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
す
ず
な
り
蕁
９２１
・

８
５
８
１

八
潮
市
民
囲
碁
大
会

A
２
月
５
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

B
ゆ
ま
に
て
会
議
室
　
D
Ａ
、
Ｂ
２
ク
ラ

ス
に
分
け
て
リ
ー
グ
戦
　
G
１
５
０
０
円

（
昼
食
、
賞
品
代
）

H
１
月
２０
日
ま
で

に
電
話
ま
た
は
FAX
で
、
や
し
お
囲
碁
ク

ラ
ブ
（
野
口
蕁
９９９
・
４
８
５
１
）
へ

遺
言
書
の
書
き
方
と
相
続
講
習
相
談
会

A
２
月
２５
日
貍

午
後
２
時
〜
４
時
　
B

八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
Ａ
　
F
２５
人
　
G
無

料
　
I
遺
言
相
続
後
見
ネ
ッ
ト
蕁
９４６
・

５
１
５
２

新
垣
勉
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
共
生
と
平
和
を
う
た
う
〜

A
２
月
８
日
貉

午
後
７
時
〜
（
開
場
６

時
）

B
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
大
ホ
ー

ル
　
F
２
５
０
０
人
　
G
（
全
席
自
由
）

５
０
０
０
円
　
H
電
話
・
FAX
・
Ｅ
メ
ー

ル
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
け
付
け
ま
す

（
電
話
＝
月
〜
土
曜
日
　
午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
５
時
）。

I

埼
玉
視
聴
覚
障

害
者
福
祉
後
援
会
事
務
局
蕁
０４９
・
２９５
・

９
３
２
１
、
FAX
０４９
・
２９５
・
９
３
２
２

Ｅ
メ
ー
ル
　kouenkai@

donguri.or.jp
http://www.donguri.or.jp

第
２７
回
大
宮
〜
加
須
３１
㎞
か
ち
歩
き
大
会

A
２
月
１９
日
豸

午
前
９
時
（
午
前
８
時

集
合
）

B
さ
い
た
ま
市
立
大
宮
北
小
学

校
　
C
健
康
に
自
信
が
有
り
、
内
臓
諸
器

官
に
問
題
の
な
い
方
※
１２
歳
以
下
は
保
護

者
同
伴
　
D
飲
ま
な
い
、
食
べ
な
い
、
走

ら
な
い
で
、
大
宮
〜
加
須
間
の
３１
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
を
歩
く
　
G
一
般
１
８
０
０
円
、

中
学
生
以
下
１
３
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保留地の公売 
　八潮南部東一体型特定土地区画整理事業地区内の保留地を公売します。 
 公売区画数　３区画 
 公売価額　３,１００万円台～１億７００万円台 
 面　　　積　１８２㎡～８０６㎡ 
 現地案内　１月１５日豸　午前１０時　市役所正面玄関前集合 
 公売方法　公開抽選方式 
 申込資格・日時・場所　 
〈公売・第１回目〉 
C当該地区内に所有権などの権利が有り、市備え付けの権利者名簿に登載されている方 
H１月１６日豺・１７日貂 
〈公売・第２回目〉 
C一般の個人および法人 ※ただし、第１回目に申し込みがなかった区画のみ 
H１月１８日貉・１９日貅 
―第１回目・第２回目共通― 
受付時間　午前９時～午後２時 
受付場所　南部事業推進課窓口 
E抽選参加保証金５０万円（現金または銀行その他の金融機関が振り出した小切手）
および認印 
〈抽選〉１月２３日豺　午前１０時　市役所第２会議室 
※今回の公売で申し込みがなかった場合は、１月２０日貊から随時公売します。 
I南部事業推進課蕁A４６０・４６２ 
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